
受託研究

時化による被害を予測するため、時化の強さと生じる被害状況との
関係式を導きました
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オホーツク海における爆弾低気圧によるホタテガイ被害予測マップの作成

環境地質本部 地質研究所

背 景

成 果

期待される効果

○ハザードマップはオホーツク総合振興局管内の漁業協同組合に提供され、ホタテガイ漁場の管理や生産計画の策定に活用され
ます。
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被害発生時の
底面流速

平成26年 の

時化被害状況

拡大図

関係式

• 強い時化ではホタテガイが顕著に減少します。

時化条件
波高：8m
周期：10秒
波向き：北

時化条件からホタテガイの減少率を予測した
ハザードマップを作成しました

数値シミュレーションによる底面流速の推算
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y=1.00/(1+19.0exp(-4.95x))
R2=0.92

協力機関：道総研網走水産試験場

2.5

被害を予想した
ハザードマップ

• 時化被害のリスクを考慮した漁場利用が可能にな
ります。

時化条件を入力

漁業管理や生産計画への活用を目指し、大時化
お お し け

による被害予測マップを漁協に提供しました。 

問い合わせ：道総研 中央水産試験場 電話：0135-23-7451

2019.9

道総研 水産研究本部 中央水産試験場

・平成26年12月に爆弾低気圧による大時化でオホーツク海のホタテガイに大きな被害が発生しました。
・大時化による被害を予測し漁場を適切に管理するための技術開発が求められました。

通常時（海底に生息）
時化により吹き
寄せられたホタテ


